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認定心理士に期待する
～心理学知の伝道者とは～
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認定心理士の方々には，職業研究者が生み出す知見を社会に正しく伝

える「心理学知の伝道者」となっていただきたいのです。

正しいものを正しく伝え，正しくないものはきちんと根拠を示して誤り

だと伝える，それが知の伝道です。

世間的な「心理学」のイメージと学問としての心理学に乖離があること

は皆さんも実感されているでしょうが，その原因は心理学を学んだ私た

ちの努力不足，つまり誤った情報発信や誤解を放置してきたところにも

あると思います。「良貨で悪貨を駆逐する」ために皆さんのお力をお借り

したく，企画を温めているところです。やるべきと思うアイディアは，た

とえ時間がかかっても実現のために努力するのが私のモットーで，この

任務でもそうありたいと考えています。企画公開の際はお力添えのほど

どうぞよろしくお願いいたします。

「正しさは一日にしてならず，長年の諸研究者によ
る積み重ねが自ずと教えてくれるだろうもの．

そのプロセスを経ていないものを「正しい」ものと
して伝えるのは，誤り．

認定心理士の会運営委員会担当常務理事就任挨拶（心理学ワールド95号）
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たとえばよくこんな

ツイートがバズって

いることがあります

が，あなたならこれ

を見て，まずどう思

いますか？

https://twitter.com/juntoku_y/status/1547146964789510144
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これはそもそもは行動経済学というより

心理学で言われている効果で…，とかではなく!!

本当にここに一覧すべきものなのか？
本当にきちんと実証を経たものなのか？
本当に「正しい」といえそうなものなのか？
中にはそうでないものも混ざってるのでは？

と，考えてほしい



たとえばよくこんな

ツイートがバズって

いることがあります

が，あなたならこれ

を見て，まずどう思

いますか？

https://twitter.com/juntoku_y/status/1551420268509548546
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正直，間違いだらけにもほどがある💢



https://twitter.com/juntoku_y/status/1551420268509548546

https://twitter.com/juntoku_y/status/1551750336443887616

https://twitter.com/juntoku_y/status/15518960483683983389
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これでもまだ，元のめちゃくちゃよりはマシだが，相関関係の「関係の理
由はまだ明確ではない」とか疑似相関が「意味のある関係ではない」とか，
あれこれおかしい．

この方を特定的に，あるいは，こういうことをする人を一方的に責める
つもりはない．ただし自著の宣伝であり，その自著も間違いがきっと含
まれていそうとは思うので，心理学や行動経済学を標榜していい加減な
ことをやる人は困る，とは思う．また，こういうことは心理学に限らずい
くらでもあることだろうとも思う．

しかし，こういう手合いに「心理学を学んだ人」はどう対応できるだろう
か，と思うと悩ましい．



https://news.yahoo.co.jp/articles/8358d9f59207346fefc4470f03539e3db97a333f

https://news.yahoo.co.jp/articles/ffda6d595eb5c1afc00304cafe7bfe3e297a15e4

https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20220715/2000063774.html

手がかりがほとんどないのに
「心理を分析」しちゃう勢ってどうなの💨
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https://news.yahoo.co.jp/articles/8358d9f59207346fefc4470f03539e3db97a333f
https://news.yahoo.co.jp/articles/ffda6d595eb5c1afc00304cafe7bfe3e297a15e4
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20220715/2000063774.html


https://news.yahoo.co.jp/articles/8358d9f59207346fefc4470f03539e3db97a333f

https://news.yahoo.co.jp/articles/ffda6d595eb5c1afc00304cafe7bfe3e297a15e4

https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20220715/2000063774.html

心理学を学ぶと「こういうことは軽々にはできない」とい
うのを知るはずだ，と私は思っているのだが，心理学を
学んだ人に世間が求めているのは「こういうこと」だった
りする．悩ましい． 13

https://news.yahoo.co.jp/articles/8358d9f59207346fefc4470f03539e3db97a333f
https://news.yahoo.co.jp/articles/ffda6d595eb5c1afc00304cafe7bfe3e297a15e4
https://www3.nhk.or.jp/kansai-news/20220715/2000063774.html


日本心理学会大会シンポジウムの話題提供

心理学は変わりつつある．あるいは，そもそ
も心理学は（他の科学と同じく）常に“is 
changing”である

何をどう教えるかも“is changing”であっ
てしかるべきだろう

実際に，話題提供者がどのように教え方を
変えたかを紹介する
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今日はそれぞれの詳細＋α

10/11まで公開中
（その後は未定）

https://confit.atlas.jp/guide/event/jpa2022/static/IS015


Psychology is changing

• 学問自体が若い．現在成長期まっただ中，かもしれない

• 時代の変遷によって社会/心理そのものに変化が生じている

• 経験的な「事実」であるだけで科学的実証研究を伴っていないか，
経験的な「事実」が科学的実証研究によって反証される

• ただし「神話」はなかなか根強く，更新されにくくもある

• 「科学的実証研究」の信頼性・妥当性の低さが指摘される

• 意図的な不正や虚偽に由来するものなら糾弾されるべきだが，
科学とは漸進・更新されていくものだ，ということを示しているともいえる
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『心理学の基礎知識』（有斐閣）「社会心理学」の変化

• 心理学の基礎知識
• 1970年初版

• 東洋・大山正・詫摩武俊・藤永保編

• 新・心理学の基礎知識
• 2005年初版

• 中島義明・繁桝算男・箱田裕司編

• 心理学の全領域から精選した設問への解答という体裁のテキスト
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役割 制度的行動 meとI 準拠集団

流言 ステレオタイプ

マス・コミとパーソナルコミュニケーション

マス・コミの効果 マス・コミの利用

説得的コミュニケーションの効果

等現間隔法・リッカート法・尺度分析法

態度測定法の比較・潜在構造分析

態度間構造と態度内構造

態度の機能 態度形成の要因

賞罰の大きさとその効果

バランス理論 適合の原理

認知的不協和理論

均衡理論モデルの比較

ソシオメトリー 集団の凝集性

社会的風土

行動の変容への集団決定の効果

権威主義的性格

新フロイト派のパーソナリティ理論

集団における文化変容

新
・2

0
0

5
「社
会
・産
業
・組
織
」

（
う
ち
「
社
会
」と
思
わ
れ
る
部
分
）

帰属理論 自己呈示 社会的判断と感情

自尊感情の適応的意味 環境心理

親密化過程 攻撃行動

暴力映像と攻撃性 服従実験

公正分配 ソーシャル・サポート

社会的アイデンティティ

少数者影響過程 集団規範

コンピュータを介したコミュニケーション

ステレオタイプ，偏見，差別

文化心理学

マス・コミュニケーションの効果

世論形成過程 流言

学問領域の（捉えられ方の）構造がまったく変わっている(ﾟДﾟ)
「基礎知識」が35年で大きく変化するほど，まだまだ（社会）心理学は「若い」学問17



社会状況の変化にともなって「社会心理」が変化したパターン

『心理学の基礎』（培風館・1986）
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https://detail.chiebukuro.yahoo.co.jp/qa/question_detail/q1346371523

『心理用語の基礎知識』（有斐閣・1970） そもそもが「お話」だったらしいパターン19



前出『心理学の基礎知識』比較
1

9
7

0

心理学の歴史と方法

要求・行動・感情・情緒

感覚・知覚心理学

学習・記憶・思考

知能・性格心理学

発達心理学

社会心理学

教育心理学

臨床・異常心理学

犯罪心理学

産業・経営心理学

心理学的測定・統計

心理学の生理的基礎

新
・
2

0
0

5 歴史

感覚・生理・神経心理

知覚・人間工学

学習・行動

記憶・認知

思考・問題解決

言語・コミュニケーション

感情・動機づけ

パーソナリティ・知能

発達・教育

社会・産業・組織

臨床・障害

犯罪・非行・異常

方法・数理・統計

「野生児」項なし

「野生児」項あり

20



元の理論に実証が伴っていないパターン

J. Finkelstein - I created this work using Inkscape., CC 表示-継承 3.0, 
https://commons.wikimedia.org/w/index.php?curid=1315147による

マズローの欲求階層説
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https://sarhato.falf.jp/nlp/nlp-b2/

心理学では、実は人
間が伝達する情報
の中で話す言葉の
内容そのものが占
める比率は7%に過

ぎない、という研究
結果が出ている。
我々は言葉では、
7%の情報しか受け

取っていないので
ある。

http://www.kaaj.com/psych/smorder.html

Mehrabian, A. (1981). 
Silent messages: Implicit 
communication of 
emotions and attitudes. 
Belmont, CA: Wadsworth

言語メッセージと非言語メッセージの相対的重要
性に関する上記をはじめとする等式は、感情や態
度（つまり、好き嫌い）のコミュニケーションを扱っ
た実験から導き出されたものであることに注意し
てください。伝達者が自分の感情や態度について
話していない限り、これらの式は適用できません。

元の論文が誤解されて普及したパターン22



告発状
http://datacolada.org/98

元の研究結果の信憑性が疑わしいパターン23

https://www.sciencemag.org/news/2021/08/fraudulent-data-set-raise-questions-about-superstar-honesty-researcher
https://www.pnas.org/content/109/38/15197
http://datacolada.org/98


元の研究結果が不正による虚偽だったパターン

https://www.psychologicalscience.org/observer/derailed-the-rise-and-fall-of-diederik-stapel

誰も私の仕事をチェックしませんでし
た。彼らは私を信頼していたのです...。

何もかも自分でやっていました。そし
て，私の隣にはクッキーの入った大き
な瓶がありました。母もいないし，鍵
もない，蓋さえもない......。

毎日，仕事をしている私の手の届くと
ころにお菓子の詰まった大きなクッ
キーの瓶があり，誰もそばにいないん
です。私はただそれを手に取るだけで
よかったのです。(p.164)
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追試で結果の再現性が確認できないパターン

Fujishima, Higuchi, Hiraishi, & Miura (under review)

適応記憶におけるサバイバル効果
学習時にサバイバルに関する処理を行うと記憶成績が向上する

Nairne, Pandeirada, & Thompsom (2008) 

25



再現性問題

Open Science Collaborationの名の下に，世界各国の多くのラボが
協力して，100の実験を同じ手続きで追試し，再現性を検証

元の論文の効果量（サンプルサイズに依存しない標準化された効果の
程度の指標）に関わらず，同程度の効果量が得られる「●きちんと再現
できる研究」と「●まったく再現できない研究」にほぼ二分された

26

https://www.science.org/doi/pdf/10.1126/science.aac4716


https://twitter.com/MasatsuguSakata/status/1559752830273343489https://note.com/s1000s/n/na0dbd2e8632d

話すことがなくなった，とはみじんも思わなかったが，
心理学の変化に応じて，教え方も変える必要がある

→当然，みなさんが何を学び取るかも変わる
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三浦がどのように教えているか
（社会・集団・家族心理学）
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何を教えたいか（何を学んでほしいか）

• 「こんな効果・法則がある」というエピソードを羅列するような講義は
したくない
• そもそもそんなことはしてこなかったはずだと思うが，学習者たちの記憶に残るのはエピ
ソードだけだったのかもしれない

• 「なんたら効果」を丸覚えさせるのではなく，「心理学とはこういう学
問だ」というのを理解した上で，その研究プロセスにおける悪戦苦闘
を，長期的視点で，誠実に紹介したい
• 「こんな効果・法則がある」と言い切る方がむしろ科学的には不誠実なふるまいだということ
を知ってほしい
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心理学とは

•人の「行動」は見られるが，決して「心」を見ることはできない
• 自分や他者の行動の背後には，それを司っている「何か」があると仮定して，それを「心」と名
付けている

• つまり「心」は「構成概念 construct」である

• それが意識的なものであれ無意識であれ，行動は「心」の働きの産物だと考える

•心理学：心の働きを対象とする実証科学
• 実証科学：理論から導き出された仮説が事実であることを示すこと

• 事実であることを示すためには，データを集めることが必要

• データを集める対象は，心の働きの産物としての「行動」

• 行動に関するデータから，心の働きを推論する

30



心理学における「構成概念」

•人の「行動」は見ることができ
るが，決して「心」を見ることは
できない

• 自分や他者の行動の背後には，
それを司っている「何か」がある
と仮定して，それを「心」と名付け
ている

• つまり「心」は
「構成概念 construct」である

渡邊芳之氏 帯広畜産大学

31



「統計的に差がある」のもつ意味

• 研究結果として，群間比較（差異），
時系列比較（変化）などがよく示さ
れるが，「多くのデータをとった上で
の平均値の議論」をしているものが
ほとんどであることに留意する

http://www.eonet.ne.jp/~koyoparadise/iblog/C771380025/E20070916132124/
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心理学の再現性問題

•なぜ低いのか?

•本質的な問題
• 「強い理論」が少ない

• 一方で（だからこそ）脆弱な「理論」が多く提案される

•本質的ではない「はずの」問題
• 不正をしたくなる土壌

• 不正ができてしまう土壌

• 抗うことが難しい「認知的バイアス」 https://www.youtube.com/watch?v=Qia-McaUSY8
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心理学の再現性問題

•なぜ低いのか?

•本質的な問題
• 「強い理論」が少ない
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典型的な「問題のある研究実践」

出典：
Morling & Calin-Jageman (2020). What Psychology Teachers Should Know About Open Science 

and the New Statistics. Teaching of Psychology, 47, 169-179.

「統計的に有意」ではない
結果を報告しない

何度も検定を繰り返して
「統計的に有意」に

なったものを報告する

結果を得てから
もっともらしい仮説を作る

35

https://www.researchgate.net/publication/339311230_What_Psychology_Teachers_Should_Know_About_Open_Science_and_the_New_Statistics


人間の認知的バイアス

•人間の判断と意思決定は，合理的選択理論とは異なった方法で行
われている

• Confirmation bias 確証バイアス
• 仮説や信念を検証する際にそれを支持する情報ばかりを集め，反証する
情報を無視または集めようとしない認知的バイアス

→Under-reporting null findings, p-hacking

• Hindsight bias 後知恵バイアス→HARKing
• 物事が起きてからそれが予測可能だったと考える認知的バイアス

→HARKing

36
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心理学（科学）研究に重要な3要素

•妥当性(validity)
• 心の働きの産物である行動を確かにそれとして測定できていること

•信頼性(reliability)
• 心理的状態や行動をバラつきなく測定できていること

•再現性(replicability)
• ある研究結果が後続の研究でも再度得られること

科学的研究とは，不確実なものを確実にしようとする営みだが，すぐに結論
に到達できることはほとんどなく，その過程においては曖昧さに耐え，また，
常に（自らの/他者の）研究のプロセスや結果に対して批判的(critical)な視点
をもつ必要がある
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前掲までに3回くらいかけた上で，
個別トピックの紹介

• 古典的実験研究をとりあげ，手続きを丁寧に説明した上で結果を紹介する

• 事後評価として追試研究・メタ分析研究を紹介する

服
従
実
験

単
純
接
触
効
果 39



Milgram(1963) 概要

•実験参加者
• 「記憶に関する実験」の参加者を募集する新聞広告を見て集まった20～

50歳の一般男性40名

• 参加報酬は4.50ドル（当時の日本円換算1620円）．実験室に来ればもれな
く渡されるので，実験中に何があっても（例えば途中で参加を放棄して
も）返却する必要はないと教示されている

•実験場所
• Yale University心理学実験室

40
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45年後の研究

•著者と出版年
• Burger, J. M. (2009)

•論文タイトル
• Replicating Milgram: Would people still obey today?
（ミルグラムの再現：今もなお人々は服従するか?）

•掲載誌
• American Psychologist, 64, 1-11.

• Milgram(1963)に少しアレンジを加えた実験5
（ただし服従率は同じ26/40だった）をベースに
している

41
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日本での追試

• 釘原直樹・寺口司・阿形亜子・内田遼介・井村修 (2017). 
日本人を対象とした服従実験：Milgram(1974)やBurger(2009)の実験との比較. 
日本社会心理学会第58回大会発表論文集.
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↑社心の卒論らしい

服
従
実
験

https://www.dropbox.com/s/pfmjs2s6ufuqq5p/%E9%87%98%E5%8E%9F%E3%82%892017%E7%A4%BE%E5%BF%83%E5%A4%A7%E4%BC%9A.PDF?dl=0


意識できない程度の「接触」の効果
（閾下単純接触効果；Kunst-Wilson & Zajonc (1980)）

刺激：いびつな八角形 20種類（10種類ずつをA/B系列とする）

第1セッション
24名の参加者は，タキストスコープでA/Bいずれかの系列に5回ずつ「接触」
接触時間は1msで，参加者はどの刺激に接触したかに意識的に気づくことは不可能

第2セッション
接触していない系列の八角形とペアで1sec接触させて，再認
判断（どちらを見たか）/選好判断（どちらが好きか）を尋ね，い
ずれについても確信度を3段階（Sure/Half-Sure/Guess）で評
定させた（評定順は，再認→選好，選好→再認の2系列各12名）
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こんな議論も… other threads are here
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https://mobile.twitter.com/JeffRouder/status/1119922083125813248


https://twitter.com/MasatsuguSakata/status/1559752830273343489

https://note.com/s1000s/n/na0dbd2e8632d
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https://twitter.com/MasatsuguSakata/status/1559752830273343489

https://note.com/s1000s/n/na0dbd2e8632d

直感的に「どひゃー」と思ってしまう気持ちはわかる

でも，むしろ教え方を根本から考え直して
変えるきっかけになったし，

かえって教えるコンテンツは増えたし，深くなった

学ぶ側にとっても，そう考えるきっかけになってほしい
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https://twitter.com/psycho873/status/1549367566685990913

https://twitter.com/nawaken/status/1549547374284263424

https://twitter.com/asarin/status/1549548529252974592

https://twitter.com/asarin/status/1549598113098534913

心理学的に「こんな効果・法則があることが分
かっている」と言い切る方が，むしろ科学的に
は不誠実なふるまいだということを知ってほし
い．まだそこまで学問としてsolidではない（例
えば vs 物理学）．

また同時に「追試失敗」という事実があるから
といって「元研究はデタラメだ」「そんな現象は
ない」と言い切るものでもないことを知ってほ
しい．

そのために，知識をアップデートし続けてほし
い．そのために学会（職業研究者）は，どんなサ
ポートができるだろう?
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https://reresearchpsych.simple.ink/

山田祐樹先生など有志の活動 認定心理士の会Facebook

言い切ることが難しいのは「ある」も「ない」も同じで，
誰であれ「定まった見解」を出すことは常に困難．

となれば，常に「今どんな感じ?」を調べてほしい，あ

るいは，調べている人たち＝専門家との接点を持ち
続けてほしい．

「認定心理士の会」やそのイベントにご参加いただく
ことは，その「手っ取り早い」かつ「確実な」手段!!

「心理学ワールド」（季刊）

https://psych.or.jp/publication/world098/pw12
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認定心理士の
会運営委員会
による新企画

•出版社と連携した，認定心理士の会
＋日本心理学会の会員，かつ，

新刊・既刊の心理学書籍の購入者を
対象としたオンラインイベント

•著者が書籍の内容をわかりやすく

レクチャーしたり，著者と専門家等
を交えた座談会をしたり，柔軟な形
態による開催を計画中です

•乞うご期待！
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最新の「心理学研究」のありよう
『科学』（岩波書店）9月号特集「再現性に向き合う心理学」 10/1に著者サイトで公開します

https://twitter.com/IwanamiKagaku/status/1560557629629378560/photo/1
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